
核兵器廃絶めざし核兵器廃絶めざし核兵器廃絶めざし

灯籠で形づくった戦後「70」年の文字

平和を願ったメッセージを書いた灯籠

連合平和広島集会には
全国から２，２４５人が結集

連合徳島から代表団34人
（うち子ども５人）が参加

平和のメッセージを書き込んでいる
折り鶴を献納

万灯流しに
  平和の祈りを
　 のせて

万灯流しに
  平和の祈りを
　 のせて

原爆ドームに恒久平和を誓う

平和行
動

in 広島

平和行
動

in 長崎

９月１日（火）　
・県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会
９月３日（木）
・中小・労安センタ－合同学習会
９月７日（月）
・「労働者保護ルール改悪阻止ウィーク」駅前街宣（JR徳島駅前）
９月13日（日）
・上板町議会議員選挙（投開票）

◎

◎

◎

◎

　

連
合
徳
島
は
、
８
月
４
日
〜

６
日
、
広
島
平
和
行
動
に
代
表

団
34
人
が
参
加
し
た
。

　

代
表
団
は
、
８
月
４
日
広
島

県
竹
原
市
に
あ
る
１
９
４
５
年

の
敗
戦
ま
で
毒
ガ
ス
を
製
造
し

て
い
た
大
久
野
島
を
訪
問
。
毒

ガ
ス
工
場
の
存
在
は
機
密
性
か

ら
秘
匿
さ
れ
、
日
本
地
図
か
ら

も
消
さ
れ
て
い
た
。
島
内
の
毒

ガ
ス
製
造
に
か
か
わ
る
遺
跡
や

毒
ガ
ス
資
料
館
等
を
見
学
し
、

毒
ガ
ス
は
陸
と
海
で
引
き
起
こ

し
て
い
た
被
害
の
深
刻
さ
を
知

り
、
化
学
兵
器
廃
絶
ま
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
意
し

た
。

　

翌
５
日
は
、
広
島
市
平
和
公

園
内
で
の「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」

に
参
加
、
連
合
広
島
の
青
年
委

員
会
か
ら
慰
霊
碑
等
の
由
来
や

当
時
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
終

了
後
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館

を
見
学
。
70
年
前
原
爆
の
映
像

や
写
真
、
炭
火
し
た
衣
類
や
遺

品
等
を
見
て
、
改
め
て
核
兵
器

廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
へ
の

思
い
を
参
加
者
全
員
で
誓
い

合
っ
た
。
そ
の
後
連
合
主
催
の

「
連
合
２
０
１
５
平
和
ヒ
ロ
シ

マ
集
会
」に
参
加
。
集
会
で
は
、

連
合
本
部
・
神
津
事
務
局
長
が

「
連
合
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
１
０
０
０
万
人
署
名
活
動
も

行
っ
た
。
国
際
労
働
組
合
総
連

合
や
平
和
市
長
会
議
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
団
体
と
連
携
し
、
核
兵

器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
。「
連
合
死

没
者
慰
霊
式
」
に
吉
野
団
長
が

代
表
で
献
水
を
し
、
代
表
団
全

員
が
献
花
を
行
っ
た
。

　

広
島
原
爆
の
日
の
６
日
は
、

広
島
市
平
和
祈
念
公
園
で
の
平

和
祈
念
式
典
（
広
島
市
主
催
）

に
参
加
。
大
会
冒
頭
、
政
府
代

表
者
や
広
島
県
・
市
の
代
表
が

原
爆
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方

へ
の
冥
福
を
祈
り
、
献
花
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
８
時
15
分

に
は
黙
祷
・
平
和
の
鐘
が
鳴
り

響
い
た
。

　

式
典
で
は
、
広
島
市
長
は
平

和
宣
言
で
核
兵
器
廃
絶
と
世
界

恒
久
平
和
の
実
現
に
全
力
を
尽

く
す
と
誓
っ
た
。
ま
た
、
被
爆

地
の
子
ど
も
代
表
二
人
が
「
祖

父
母
た
ち
が
70
年
間
ヒ
ロ
シ
マ

を
生
き
抜
い
て
私
た
ち
に
命
を

つ
な
い
で
く
れ
た
。
広
島
に
育

つ
私
た
ち
は
こ
の
事
実
を
被
爆

者
の
思
い
や
願
い
を
過
去
現
在

未
来
へ
と
私
た
ち
の
平
和
へ
の

　

連
合
徳
島
は
、
戦
後
70
年
と

い
う
節
目
に
あ
た
り
、
連
合
本

部
の
主
催
す
る
平
和
行
動
に
参

加
し
て
お
り
、
８
月
８
日
か
ら

９
日
に
か
け
て
、「
平
和
行
動

in
長
崎
」
に
は
、
森
本
会
長
・

加
村
徳
島
市
議
会
議
員
を
は
じ

め
４
名
が
参
加
し
た
。

　

８
月
８
日
、
長
崎
県
立
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
連
合

２
０
１
５
平
和
集
会
長
崎
」
で

は
、
連
合
本
部
を
代
表
し
て
、

古
賀
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
連
合

長
崎
の
今
日
ま
で
の
取
り
組
み

に
敬
意
を
表
す
る
と
も
に
、
人

類
は
原
爆
の
経
験
を
、
長
崎
を

最
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
被
爆
者
の
体
験
談
で

は
、
当
時
の
悲
惨
な
情
景
に
つ

い
て
生
々
し
く
触
れ
ら
れ
、
集

会
参
加
者
は
衝
撃
を
受
け
て
い

る
様
子
で
あ
っ
た
。

　

翌
９
日
は
、
長
崎
市
の
主
催

す
る
「
被
爆
70
周
年
長
崎
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
記
念
式
典
」

に
参
加
し
た
。
会
場
は
、
式
典

入
場
制
限
が
早
々
に
と
ら
れ
、

音
声
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
で
の
視

聴
と
な
っ
た
が
、
70
年
と
い
う

こ
と
か
ら
全
国
か
ら
大
勢
の
参

列
者
で
覆
わ
れ
た
。11
時
２
分
、

鐘
の
音
を
合
図
に
全
員
で
黙
祷

を
さ
さ
げ
た
。

　

ま
た
、
安
倍
総
理
の
参
列
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
周
辺

で
の
各
種
反
対
行
動
へ
の
対
策

か
ら
か
、
厳
重
な
警
備
体
制
が

敷
か
れ
て
い
た
こ
と
も
特
徴
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、連
合
長
崎
の
ス
タ
ッ

フ
の
企
画
・
説
明
に
よ
る「
ピ
ー

ス
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
た
。

原
爆
投
下
中
心
地
・
当
時
の
土

壌
サ
ン
プ
ル
・
平
和
の
泉
・
式

典
会
場
・
原
爆
資
料
館
を
詳
細

な
説
明
を
受
け
な
が
ら
一
巡
す

る
こ
と
が
で
き
、
70
年
前
の
状

況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
と
と

も
に
、
炎
天
下
の
中
で
準
備
・

運
営
に
あ
た
っ
て
頂
い
た
連
合

長
崎
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
頭

が
下
が
っ
た
。

　

行
動
の
最
終
は
、「
万
灯
流

し
」
で
あ
っ
た
。
当
時
も
今
も

流
れ
る
浦
上
川
。
70
年
前
の
あ

の
日
、
水
面
に
油
が
浮
き
、
と

て
も
飲
め
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
平
和

の
泉
の
石
碑
に
記
さ
れ
た
少
女

思
い
と
と
も
に
繋
い
で
い
く
一

人
と
な
る
こ
と
を
誓
う
『
平
和

の
誓
い
』」
を
発
表
し
た
。

　

各
構
成
組
織
等
か
ら
集
約
し

た
折
り
鶴
に
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
込
み
、「
連
合
２
０

１
５
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
や

「
原
爆
の
子
の
像
」
等
に
４
万

５
千
羽
の
折
り
鶴
を
献
げ
た
。

　

帰
路
の
バ
ス
で「
平
和
検
定
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平

和
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
や
地
域
で
平
和
運
動
を
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
参
加
者

全
員
で
確
認
し
、
平
和
行
動
in

広
島
を
終
了
し
た
。

の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
た
。「
の

ど
か
乾
い
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た　

水
は
あ
ぶ
ら
の
よ
う
な

も
の
が
一
面
に
浮
い
て
い
ま
し

た　

ど
う
し
て
も
水
が
欲
し
く

て　

と
う
と
う
あ
ぶ
ら
の
浮
い

た
ま
ま
飲
み
ま
し
た
」
ほ
ほ
を

涙
が
つ
た
う
。

　

日
の
沈
み
か
け
た
19
時
、
全

国
の
連
合
の
仲
間
は
、
長
崎
市

　

本
年
度
の
最
低
賃
金
審
議
は
、

５
月
22
日
か
ら
８
月
26
日
の
間
、

労
働
者
代
表
・
使
用
者
代
表
・

公
益
代
表
に
よ
り
、
審
議
が
重
ね

ら
れ
た
。

　

連
合
徳
島
役
員
で
構
成
す
る

労
働
者
代
表
委
員
は
、
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
た

目
安
額
16
円
に
上
積
み
を
図
る

べ
く
、県
内
の
様
々
な
経
済
指
標

の
上
向
き
傾
向
や
、
地
域
間
格

差
の
是
正
に
こ
だ
わ
り
審
議
に

臨
ん
だ
が
、
一
方
の
使
用
者
代

表
委
員
か
ら
は
、
目
安
額
を
も

高
す
ぎ
る
な
ど
と
し
て
、
労
使

の
意
見
一
致
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
労
使
の
意
見

の
一
致
を
見
な
い
ま
ま
改
定
審

議
を
重
ね
、
10
月
１
日
発
効
と

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
結
論
を

見
出
す
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益

委
員
の
見
解
と
し
て
示
し
た

「
労
働
者
・
使
用
者
双
方
の
主

張
を
十
分
理
解
し
た
上
で
総
合

判
断
し
、
過
去
最
高
の
目
安
金

額
を
尊
重
し
た
い
」
と
す
る
趣

旨
を
労
使
双
方
が
受
け
止
め
、

８
月
26
日
を
も
っ
て
、
16
円
引

き
上
げ
と
な
る
６
９
５
円
と
し
、

10
月
４
日
発
効
を
確
認
し
た
。

な
お
、今
後
は
、特
定
最
低
賃
金

審
議
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。

1時間あたり

695円未満は
法律違反！！！

2015年10月4日からの
徳島県の法定地域別
最低賃金

営
陸
上
競
技
場
内
に
準
備
し
て

い
た
だ
い
た
「
灯
篭
」
に
平
和

を
願
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
、
一
般
参
加
者
と
と
も
に
厳

か
に
浦
上
川
に
ろ
う
そ
く
を
灯

し
た
万
灯
を
浮
か
べ
、
一
同
祈

り
を
捧
げ
た
。

　

流
れ
行
く
万
灯
を
み
つ
め
、

長
崎
を
最
後
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
改
め
て
誓
っ
た
。
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　　　改悪阻止
 ウィーク街宣行動
　　　 改悪阻止
 ウィーク街宣行動

─ 駅前で県民にアピール─

労働者
保護ルール
労働者
保護ルール

県民にうちわとビラを配布しアピール

子どもの人権をテーマにおとなのワークショップ

講座には２４団体、２７人が参加

非常食調理中

鉈とやすりで竹食器を作成

竹箸で非常食試食

労働者保護ルール改悪阻止と安保関連
法案阻止の重要性を訴える森本会長

緊
急
事
態
に
備
え
、

非
常
食・竹
食
器
を
実
践
体
験

子どもたちが「安心・自信・自由」を
持って生活できる社会を！

ワ
ー
ク
ル
ー
ル

検
定

公式テキストブック

ろうきんホール
（県立中央テクノスクール）
徳島市南末広町23-64
最寄駅：ＪＲ徳島駅からバス「総合土木庁舎前」下車
　　　  徒歩約3分

正
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
学
生
、
派
遣
社
員
、
そ
し
て
管
理
職
の
方
々
ま
で
、

ど
な
た
で
も
職
場
で
役
立
つ
法
律
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
！

一般社団法人 日本ワークルール検定協会
　    電話番号：03-3254-0545
　    （受付対応時間：平日10：00～17：00）
　   E - m a i l：wr.kentei＠gmail.com

主催・お問い合わせ先

徳　島

２
０
１
５
秋

〈
初
級
〉

9月1日（火）～10月25日（日）
※先着順。定員になり次第締め切ります。

■申込受付期間

■初級検定

■検定会場

■試験日時

2015年11月23日（月・祝）2015年11月23日（月・祝）

AM10:00～12:00
（受付開始 9：20）

講習 60分＆検定 45分
検定料:2,900円（税込）

働く
 自分を守る、
  仲間を守る！
  働きやすい
　職場をつくろう！

働く
 自分を守る、
  仲間を守る！
  働きやすい
　職場をつくろう！

お申し込み方法など詳しくは、ワークルール検定公式ウェブサイトまで
http://workrule-kentei.jp/

　

８
月
29
日
美
波
町
に
今
年
オ

ー
プ
ン
し
た
「
ド
ミ
ト
リ
ー
聖

ヶ
丘
」
に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座

（
第
４
講
座
）
を
開
き
、
22
人

　

連
合
は
、
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
の
改
悪
阻
止
に
向
け
「
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

格
差
社
会
！

暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

全
国
統
一
行
動
の
第
４
次
行
動

と
し
て
、
連
合
徳
島
は
８
月
３

日
・
８
月
７
日
両
日
Ｊ
Ｒ
徳
島

　

子
ど
も
・
女
性
の
人
権
、
人

権
政
策
と
部
落
解
放
運
動
の
歴

史
と
展
望
な
ど
様
々
な
講
師
陣

を
迎
え
、
第
26
期
部
落
解
放
・

人
権
講
座
が
８
月
21
日
県
職
会

館
に
て
開
講
さ
れ
24
団
体
27
名

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し

て
森
本
実
行
委
員
長
が
「
世
の

中
に
は
多
く
の
差
別
、
正
規
・

非
正
規
、障
が
い
者
、男
女
、マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
、
と
り
わ
け

部
落
差
別
が
一
番
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。現
代
社
会
に

お
い
て
も
な
お
、
就
職
や
結
婚

に
お
い
て
も
未
だ
差
別
が
存
在

し
て
い
る
。本
日
か
ら
始
ま
る

人
権
講
座
に
お
い
て
部
落
差
別

問
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
研
修

を
行
い
、
地
域
や
職
場
に
お
い

て
運
動
を
拡
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。」と
あ
い
さ
つ
。

　

第
１
講
座
は
「
徳
島
に
お
け

る
部
落
解
放
運
動
の
歴
史
と
現

状
」と
題
し
て
部
落
解
放
同
盟

橋
本
執
行
委
員
長
よ
り
部
落
解

放
同
盟
徳
島
県
連
合
会
の
結
成
、

決
死
の
支
部
結
成
や
オ
ル
グ
活

動
、ま
だ
ま
だ
あ
る
結
婚
差
別
、

そ
し
て
法
失
効
後
の
部
落
解
放

運
動
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

　
第
２
講
座
は
、Ｃ
Ａ
Ｐ
の
阿
部

代
表
よ
り
子
ど
も
の
人
権
に
つ

い
て
お
と
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
っ
た
。日
本
の
子
ど
も
の

自
己
肯
定
感
の
低
さ
は
先
進
国

で
最
低
で
あ
り
、
自
分
を
大
切

に
す
る
自
分
が
好
き
だ
と
い
う

の
受
講
生
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
森
本
会
長
が

「
こ
の
地
域
は
私
が
生
ま
れ
育

っ
た
場
所
で
、
３
連
動
地
震
が

発
生
し
た
時
に
は
20
ｍ
近
い
津

波
の
襲
来
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
時
の
一
時
避
難
場
所
と
し

て
も
活
用
で
き
、
日
ご
ろ
は

様
々
な
体
験
学
習
が
で
き
る
施

設
な
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。

　

講
座
は
地
震
津
波
時
に
一
時

避
難
先
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ド

ミ
ト
リ
ー
聖
ヶ
丘
の
館
内
説
明
・

施
設
見
学
と
旧
由
岐
町
元
助
役

の
森
本
さ
ん
よ
り
由
岐
町
の
歴

史
と
津
波
被
害
そ
し
て
今
後
の

防
災
対
策
の
話
を
聞
い
た
。
森

本
さ
ん
か
ら
は
「
過
去
の
地
震

で
木
岐
は
大
き
な
津
波
被
害
に

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
の
石
碑
が
あ
る
が
、

そ
の
内
容
を
教
訓
に
し
た
防
災

対
策
が
必
要
だ
。
こ
の
地
域
は

近
く
に
山
が
あ
り
、
避
難
し
や

す
い
地
形
だ
が
、
山
に
は
危
険

な
生
き
物
も
い
る
。
特
に
マ
ム

シ
に
は
注
意
が
必
要
。
必
ず
長

靴
を
履
い
て
逃
げ
る
こ
と
。」
な

ど
注
意
喚
起
も
含
め
た
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
炊
き
出
し
講
習
を

行
い
、
ポ
リ
袋
で
作
る
非
常
食

を
実
践
体
験
。
非
常
食
は
、
３

種
類
。
野
菜
を
細
か
く
切
っ
て

水
を
少
し
入
れ
、
カ
レ
ー
ル
ー

と
も
み
ほ
ぐ
し
な
が
ら
鍋
に
湯

を
沸
か
し
30
分
湯
煎
す
る
だ
け

の
カ
レ
ー
。
湯
を
入
れ
て
15
分

で
出
来
上
が
る
ご
飯
。
水
を
か

け
て
浸
す
だ
け
で
出
来
る
き
な

粉
も
ち
。
連
合
徳
島
の
藤
原
書

記
が
講
師
を
務
め
、
受
講
生
は

熱
心
に
調
理
。

　

一
方
、
森
本
会
長
が
講
師
と

な
り
竹
を
使
っ
た
食
器
作
り
も

行
っ
た
。
竹
を
鉈
で
割
り
、
や

す
り
で
磨
い
て
器
と
箸
を
作
っ

た
。
ス
プ
ー
ン
を
作
っ
た
人
も

い
た
。
受
講
生
は
、
時
間
を
忘

れ
夢
中
に
な
っ
て
作
っ
て
い
た
。

講
座
の
締
め
く
く
り
と
し
て
全

員
で
、
竹
の
器
に
ア
ル
フ
ァ
米

と
カ
レ
ー
を
入
れ
竹
の
箸
や
ス

プ
ー
ン
で
試
食
し
た
。
受
講
生

か
ら
は
、
「
実
際
に
災
害
に
あ

っ
た
時
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま

っ
た
時
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と

ビ
ニ
ー
ル
袋
と
材
料
で
こ
ん
な

に
美
味
し
く
で
き
る
と
は
」
な

ど
の
声
が
で
た
。

　

最
後
に
事
務
局
よ
り
、
携
帯

用
ト
イ
レ
３
種
類
を
説
明
。
そ

れ
ぞ
れ
緊
急
事
態
に
は
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
配
布
し
、
講

座
は
終
了
し
た
。

の
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。子
ど
も
た
ち
が「
安
心
・
自

信
・
自
由
」
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
社
会
を
お
と
な
た
ち
が
作

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
話
を
信
じ
て
聞
き
、
共

感
し
決
し
て
暴
力
や
差
別
の
傍

観
者
に
な
ら
な
い
こ
と
。そ
し
て

お
と
な
自
身
が「
安
心
・
自
信
・

自
由
」
を
大
切
に
し
て
生
き
る

こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と

締
め
く
く
っ
た
。

駅
前
で
、
各
構
成
組
織
か
ら
組

合
員
延
べ
70
人
が
参
加
し
街
宣

行
動
を
行
っ
た
。

　

街
宣
行
動
は
、
田
北
副
事
務

局
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

冒
頭
、
連
合
徳
島
森
本
会
長
か

ら
「
今
、
国
会
で
労
働
者
派
遣

法
の
改
悪
法
案
が
審
議
さ
れ
て

い
る
。
派
遣
労
働
を
認
め
る
際

に
は
、
『
世
界
標
準
』
と
も
言

え
る
２
つ
の
ル
ー
ル
が
世
界
各

国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
①
派

遣
労
働
は
『
一
時
的
な
働
き

方
』
②
社
員
と
派
遣
労
働
者
は

『
均
等
待
遇
』
の
ル
ー
ル
で
あ

る
。
し
か
し
、
政
府
は
、
『
生

涯
派
遣
で
低
賃
金
』
を
拡
大
す

る
改
悪
法
案
を
強
引
に
衆
議
院

で
通
過
さ
せ
た
。
も
し
こ
の
法

案
が
成
立
す
る
と
低
賃
金
で
都

合
良
く
使
え
る
派
遣
労
働
者
が

増
え
、
企
業
の
都
合
で
使
い
捨

て
ら
れ
る
、
と
い
う
世
の
中
に

な
り
か
ね
な
い
。
今
こ
そ
、
地

域
、
職
場
か
ら
声
を
上
げ
、
こ

の
法
案
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
さ
ら
に
、
与
党
は
、

衆
議
院
の
『
我
が
国
及
び
国
際

社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関
す

る
特
別
委
員
会
』
に
お
い
て
安

全
保
障
関
連
法
案
を
強
行
採
決

し
た
。
憲
法
及
び
国
の
基
本
政

策
に
関
わ
る
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
国
民
の
理
解
と
合
意

形
成
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
審
議

を
尽
く
さ
ず
強
行
採
決
と
い
う

暴
挙
に
出
た
こ
と
は
極
め
て
遺

憾
で
あ
り
、
強
く
抗
議
し
、
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
訴
え
た
。

　

続
い
て
民
主
党
徳
島
県
連
仁

木
代
表
、
あ
わ
共
同
法
律
事
務

所
木
村
弁
護
士
、
徳
島
県
中
小

労
働
対
策
本
部
清
田
副
議
長
、

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
藤
田
事

務
局
長
、
徳
島
県
退
職
者
連
合

小
笠
原
会
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
阻
止
と
安
全
保
障
関
連
法
案

阻
止
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
両

日
で
１
０
０
０
枚
の
う
ち
わ
と

ビ
ラ
を
配
布
し
、
「
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
ウ
ィ
ー

ク
」
徳
島
集
会
・
駅
前
行
動
を

終
了
し
た
。

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
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